
　「写真が分解されています」　　　　そう言わないと、問題の
意味がつかめない、そして、何をどうする課題なのかわからな
い高齢者もいます。分解されている写真それぞれを、頭の中で
寄せ集めて、品物の全体像を探します。
　この作業は、モノの一部分を見て、全体を把握する力（プライ
ミング記憶）のトレーニングになります。こういった力は、生物が
生き残るためには必要不可欠な脳力です。
　モノの一部の情報は脳の後頭葉を通ってから、両耳のあたり
にある側頭葉で全体像を探り当て、「これだ」と判断します。
　早とちりをする高齢者もいますが、プライミング記憶では当
たり前のことですから、はやとちりでも十分脳トレになります。
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何でしょう？
３つのくだものの写真を切り取りました。その３つは何で

しょう。（写真は逆になったり斜めになったりしています。）

  

かき もも メロン

　ふだんから信号は見慣れているはずですが、改めて「信号の
赤の位置は右ですか、左ですか？」などと聞かれると「はて、どっ
ちだったかな」と戸惑います。
　まさに注意力がためされるわけですが、「無意識」を「有意識」
に変える問題といえます。
　こういった、「無意識」を「有意識」に変える問題は、本物の信号
を画像で見せることや、なぜ赤、青、黄の配置がそうなっている
のかの理由などを説明することが大事ですから、事前に画像を
撮影しておく、下調べをしておくなどの準備があると、大変良い
脳トレができます。
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正しいのはどれでしょう
正しいのはイ、ロのどれでしょう。選んでください。

 

 

 
 
  

 
 

 
 

 
１ 正しい信号はどちらですか。選んでください。

２ 正しい横断歩道の標識はどちらですか。

選んでください。

３ 禁煙マークはどちらですか。選んでください。

イ

イ

イ

ロ
イ

ロ

イ ロ

※答えは、一通りとは限りません

ロ

　回文とは「前から読んでも後ろから読んでも同じになる
文、例えば、し・ん・ぶ・ん・し」のような文であると説明する必
要があります。
　１の二文字の場合は、ほとんどの人ができますから、「他
にもありますか？」と解答欄の数にこだわらず、答えてもらう
と、いろいろな解答が出てきて、もりあがります。
　２の三文字になると、注意力と忍耐力が必要になってき
ます。なかなかできない場合、「き□き」「し□し」ではどうで
すか？　というようなヒントを出します（きさき・しんし）。ヒ
ントがあるから答えが思い浮かんだとしてもりっぱな脳トレ
です。
　また、いしい（石井）さん、くらく（苦楽）など、固有名詞や
ちょっとおかしな解答があっても正解にします。
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回文

左から読んでも右から読んでも、同じことばになるように

四角にひらがな（かたかな）を書き入れてください。　　

 

 

１ 二文字

２ 三文字

３ 四文字

(例 ) は　は ち　ち

み　み

つ   き

く   き

や　お　や

え   う   た

ト　マ　ト

パ　パ

マ　マ

４ 五文字

ス イ

か か

き

き

い

た う

いと

つ

く の

ス

　同じ動物（昆虫や鳥）が何匹いるかを答える問題です。「逆さ
になっていても、小さくても、大きくても、同じであれば数えて、
その数を答えましょう」と問題文をサポートすると、高齢者はや
る気になります。　
　アタマの中で、対象の動物の形を大きくしたり小さくしたり、
逆にしたりしながら解きますから、主に頭頂葉が働くでしょう。
　同じ鳥に○、同じ昆虫に△というように、鉛筆で印をつけてい
くと、混乱はしませんが、このような解き方は奨励できません。
実際に印をつけるのではなく、アタマの中で印をつけて解いて
いくことが、認知・注意力のトレーニングになるからです。
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何匹いるでしょう

「ハト」、「トンボ」、「チョウ」は、それぞれ何匹いるでしょ

うか。

ハト (　　　)　　トンボ (　　　)　　チョウ (　　　)５ ４ ３

　この課題は、見る場所を、中央→右上→右下→左下→左上
のように移すことにより、犬を探します。この画面すべてを見渡
し、さらに、大小の違い、向きの違いを見分けながら答えを見
つける作業は、モノを素早く見分ける「選択的注意」の能力を
高めます。
　また、視覚からの認知力をアップさせますから「認知・注意
力」の衰えを予防します。
　目は、ふだん見る正対の像に慣れています。ですから、逆に
なっているモノや斜めのモノはわかりにくいのです。その不慣
れなことを試みることも脳トレになります。
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同じ犬さがし

下の絵の中に同じ犬（同じ絵）がいます。どれとどれでしょ

うか。○をつけましょう。

　指でなぞりながら、文の通りに進むのがコツです。
　高齢になってくると、文に示されている内容が、図ではどのよ
うなことなのか、場所はどこなのかなどが分からなくなります。
自分の短期記憶に、文章の要点をとどめておくことができなく
なるからです。
　そこで、何度も「ひろしさんの受け答え」の文章に戻り、内容を
繰り返し記銘させます。そうすることは、短期記憶力の回復にも
つながります。
　地図を見る、言葉から行動を指でなぞる・・・・・文章と地図の
同一性をトレーニングする問題です。
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ひろしさんの家はどこでしょう

お客さんがひろしさんの家を訪問します。途中、道順を尋ね
る電話がかかってきました。ひろしさんの電話の受け答えか
ら、ひろしさんの家に○をつけましょう。

まっすぐ行って最初の信号を右折し
ます。 １つめの交差点の角に喫茶店
があります。そこを左折し、右手の
３軒めの家です。

喫茶店

喫茶店

喫茶店
ケーキ屋

パン屋

レストラン

cake sh
op

bakery

（お客さん）

？

　短い文の中に５個も野菜が隠れています。正に注意力が問
われます。「文の中に隠れているモノを探す」という課題は、た
だ「はい、やってみましょう」と、全文から５個見つけさせるので
はなく、１行ずつあるいは段落ごとに進めていくほうが認知・注
意力のトレーニングになります。
　そうするとチャレンジする人は、注意をどこに集中させれば
いいのかがはっきりするからです。
　まったく分からない人には、答えるコツを示すと、分かりやす
いです。「どうだい、今月の」の「、」をはずして考えましょう、と指
示し、「だい今」＝「だいこん」を見つけさせます。
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隠れている野菜を探そう
太郎さんのお父さんとお母さんの会話文です。文章のどこ
かに野菜の名前が５個隠れています。それらを見つけてく
ださい。（ただし、１字のものは除きます。）

　「どうだい、今月の給料は少し多いだろう」

と父が得意げに言いました。

　「ああ、よかった。今月はボーナスもあるし、

よいお正月をむかえられそうですね」

と母が喜んでいいました。

　「ね、銀行に行って、お金をおろしてきて

くれよ。おこづかいがもうないんだ」

と父が笑いながら言いました。

だいこん きゅうり なす

ねぎしょうが

　絵が何を表現しているのかを考えるのは、楽しいことです。
　「この絵、何と読む？」という問いかけを前頭葉が側頭葉に
働きかけます。側頭葉は、それに答えようと、貯めてあった長
期記憶をめまぐるしい勢いで引っ張り出し、適合するモノを探
します。そして、分かったとき、神経細胞は束になって「分かっ
た！分かった！」とげんきになります。このとき、前頭葉の「切り
替え」と「直感力」が働きます。
　例えば、１の「る」が「クマ」の真ん中に入っているから、「ク
ルマだ！」と分かったとき、みんな「ああー、そうか」と言います。
それは脳がげんきになった証です。脳は「分かる」ことを喜ぶ
ようにできています。また、指導者は、問題の意味に気づくよう
に、「う」が三つありますね、というようなヒントを投げかけるこ
とも大事です。
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絵の入った文章は何と読む

絵や絵文字の入った文章をきちんと読んでください。

（ 　　）に正しい文を書きましょう。　

 

１

２

３

に乗って

海に

白い　　　　が遠くに見えました。

が浮かんでいました。

まで行きました。
うる
うう

(              )

(              )

(              )

(              )

っと っと

っと っと

十

くるま

とうだい

うみ

ヨット

　高齢者には根気がいる問題かもしれません。しかし、忍耐力
は認知・注意力にとっても必要な要素です。
　この問題はみんなで一緒に「食べ物」を探しながら進めるの
にいい問題です。
　忍耐力のいる課題ですが、消していくモノが「食べ物」ですか
ら、「カレーライスがあった」「こっちに、バナナがあった」という
ように、楽しく進めることができます。
　なお、高齢者は問題文に示された条件をすぐ忘れますから、
指導者は、何度も「後ろからも前からも読んでください」と確認
するほうがいいです。

 
 
 
 
 
 
 

 

 
認知・注意力

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

  

29
マス目を消すと残ったことばは？
縦か横 ( 前から後ろから ) に読んで ( 斜めは禁止 )、食べ物があっ
たらそのマスを消してください。マスのかたかなは何回使っても
かまいません。残ったマスのかたかなを並べ替えると、何という
ことばになるでしょう。　

   

ヤ   キ    ソ   バ    ナ   ナ   カ
サ   ム    シ   パ    ン   ン   レ

ラ   ー    メ   ン    デ   ピ   イ
ダ   ト    ン   カ    ツ   ラ   ス
ピ   ザ    ー   シ    ボ   メ   ウ

イ   チ    ゴ   ケ    ー   キ   
サ   ザ    ト   ウ    ド   ン   ラ

ー

答え デザート

　６つのうち、２つくらいまでは、簡単に見つけられます。し
かし、４つ、５つとなるとわからなくなります。
　指導者は、「お鍋がありますね。おかしなところがありませ
んか？」というようなヒントを出します。
　なお、このような概念的に「おかしなところ」を探す課題で
は、「６つあります」のように「６」という数を示すのは、挑戦す
る人のやる気を鼓舞するためですから、その数「６」にあまり
こだわらなくてもいいのです。　「ほかにこんなところもおか
しい」という解答（例えば、たんすの長さが短すぎる・テレビの
脚が１本足りないなど）も正解にし、気づいた高齢者に拍手
することも大切です。
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おかしな部屋

下の絵におかしなところが６つあります。さがして、○を

つけてください。。　

 


